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1　は　じ　め　に

近年の野菜は，かなり多肥条件下で栽培されており．そ

れに伴って土壌中の燐酸や置換性塩基類等が急速に増加し

ている。そして，このような高度な養分状態の野菜畑土壌

でも．更に，養分含量が増加の傾向にあるので，適正な土

壌養分基準値（特に，養分含量の上限値）の策定が早急に

求められている。

本報告では．土壌の有効態燐酸含量が野菜の生育に及ぼ

す影響について検討し，有効態燐酸の適正な含量基準値を

得ようとした。本報告のような試験内容は，ポット栽培な

どによる研究報告2）はみられるが，露地栽培による報告は

少ない。

2　試　験　方　法

川　試験場所（供試土壌，土佐）：郡山市富田町（花

表2　供試作物，桝種概要等

－275－

こう岩質土壌，埴礫土）．福島市岡部（沖積土壌．埴妹土）

（2）試験規模：1区25鋸，2運制

表1区の構成及び燐酸質資材の施用量（吻ぺ）

試

験

地

区　　 名 重 過 石 炭 カ ル 備　　　 考

郡

山

1 ． 燐 酸 無 施 用
－

2 8 ．7 施 用 量 は ， 昭 和 舅

2 ． 燐　 酸　 A 2 1 ．7 2 1．3 年 8 月 ． 昭 和 55 年

3．　　 〝　　　 8 5 2 ．0 11 ．3 10 月 の 2 回 施 用 の

4 ．　　 〝　　　 C 6 9 ．0 5 ．7
合 計 量 （耕 起 1 0 ′、′

5 ．　　 〝　　 D 8 6 ．0
－

1 2 （Ⅶ ）。

福

島

1． 燐 酸 無 施 用

24

1 6 昭 和 5 4年 6 月 2 6 日

2． 燐　 酸　 A 8 施 用 （耕 起 10 ～ 1 2

3 ．　 〝　　　 8 4 8
－

（初）

注．炭カルの施用量は．重過石中の石灰分を考慮した。

口種
ハ　 ク　サ　イ タ　 マ　ネ　ギ ホ　ウ レ ン ソ ウ キ　 ャ　ベ　 ツ レ　　 タ　　 ス

耐 病 60　日 泉 州 中 高 ア　 ト　 ラ　 ス 中 早 生 2 号 ペ　ン レ ー ク

郡

山

播種
収穫

昭 和 54年 8 月 21 日 昭和 5 5年 9 月 4 日 昭和 56年 9 月 16 日 昭和 56年 8 月 2 1 日
（11 月 6 日収 種 ） （56年 6 月 26 日収穫 ） （11月 20 日収種 ） （1 1月 25 日収穫 ）

栽植
距離
70（Ⅶ（畦聞 ）×4 0（職（株間 ） 20 （聯× 15の汀 畦 間 60 （Ⅶ 50 の汀× 30 の野

施肥 N－ R 2 0 ＝ 18 －18 （吻パ 0 8） N 一　足20 ＝20 － 20 N － K 20 ＝20 －20 N －E 2 0 ＝ 25 －25

福

島

播種
収穫

昭 和 54 年 8 月 20 日 昭和 55年 9 月 26 日 昭和 5 5年 2 月 20 日
（11月 12 日収 穫 ） （11月 14 日収穫 ） （6 月 別日収穫 ）

栽植
距 離 60 とⅦ× 3 5（Ⅶ 畦 間 60 伽 60 （職×41と職

施 肥 Ⅳ一 足20 ＝25 －17 （吻／108 ） N － K 20 ＝ 9 －9 N －　E 20 ＝ 8－8

31組験結果及び考察

（1）燐酸質資材施用による有効態燐酸（トルオーグ法）

の富化について

1）郡山：　供試土壌は花こう岩質の未熟土壌で，有

効態燐酸含量は10昭／100㌢（乾土）前後であるが，約0．5

吻机の燐酸施用で1喝／／／100タの富化が認められた（56年

4月）。

2）福島：供試土壌は種々の野菜を連作している細

拉質の沖積土壌であり，試験開始前の有効態燐酸は約40

j呪／100㌢と，かなり，燐酸が富化された圃場である。

約0．6他人の燐酸施用で1職／1007の富化が認められた（55

年5月）。

（2）生育及び収量

（1）ハクサイ：〔郡山〕収穫時の生育は，燐酸無施

用区く燐酸A区＜燐酸8区＜燐酸0≒燐酸D区の頓で良好

であった。また．収量（全重）も同様の傾向であった。

〔福島〕いずれの区においても，生育収量に明確な区間差
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が認められなかった。

2）タマネギ：生育初期より収穫時まで区間差が明

確で，有効態燐酸含量が高いほど，生育・収量が良好であ

った。

表3　供試土壌の養分状態

11．嶋膿義嶋用
点し2．嶋　鰻　A

ユ．　－　　　B

山1．　〟　　C

■5．　－　　D

l　嶋醜徽鳥用

2＿　嶋　簾　A

】　・　　8

■■んも雷■■

（トル十一グ法）

i　　　 … 年 目

歴 爾 昭弘 PH （地0）
㌫「「j l

10月 CaO M」；0 K10　 tI

朋 引

1盤 －SS

l 81 l…

5＿7 ユIi l02 18

0．1

b，○ ユl～ l祁 19

Sj 】20 l～7 21

2 327 118 lq

0 】却 8i 柑

．2 257 】7 118

ユ 279 】8 Ill　 l

5．1 277 35 日8

注．※55年5月調査　※※単位月吼／／100g（乾土）

8）ホウレンソウ：〔郡山〕収穫時の生育（葉数，

葉長）をみると．明確な区間差は認められなかったが，収

量（全重）では，燐酸無施用区がやや劣ったものの，他区

は．ほぼ同様の収量を示した。〔福島〕収穫時の生育．

および収量（全量）は，いずれの区もほほ同量であった。

4）キャベツ：　収穫時の生育．及び収量についての

区間差は判然としなかった。

5）レタス：播種がやや遅れた上，11月の冷温で生

育が停滞し，未結球のものが多かった。生育初期より区間

差は比較的明確で，有効態燐酸含量の高いほど生育は良好

であったが．燐酸C区とD区の差は少なかった。収穫時の

全重も．生育とほぼ同様な幌向であった。

以上の結果より，花こう宕質土壌についてみると，ハク

サイの場合，有効態燐酸（トルオーグ法）含量が約40爪レ／

100㌢以上，ホウレンソウでは約25昭以上，レタスでは約

50呼以上の土壌では，燐酸質資材の施用効果は不明確にな

るものとおもわれる。しかし，タマネギにおいては，有効

態燐酸含量が高いほど生育・収量が高くなる傾向がみられ，

衰4　収穫時の生育

l

区 名

ハ クサ イ タマ
ネギ ホウレンソウ

キャ
ベツ

最大
葉長 球高 球径 草丈 素数

最大
彙良
最大
葉長

亡⇒ ヒ嶋 ヒ｝ 七■ r嶋 r嶋

こ． ′ナ

1，燐 酸 無 施 用 33 ．4 24 ．‘ 4 5 ．8 4 1．4 11．5 15．0 7 ．9

2．燐　 酸　 A 39 ．1 25 ．4 5 4 ．9 42 ．も 1 1．4 15．0 10 ．9

3．　 ′′　　 B 39 ．1 加 ．9 58 ．1 52 ．5 1 1．1 15．0 12 ，3

4 ．　 〝　　 C 4 l．9 28 ．3 58 ，6 5‘．6 11．2 14．5 13 ．9

5 ．　 〝　　 D 4 15 25．9 58 ．7 58 ．1 11．2 15 ．1 13 ．9

1 ．蟻 酸 無 施 用 4 3．3 29．5 57 ．5 10．1 2 1，6 32 ．2

2 ，燐　 酸　 A 4 3，‘ 28．7 57 ．1 11 ．5 2 1．9 32 ．2

3 ．　 〝　　 B 4 3，2 29．0 56 ．5 11 ．1 23 ．4 32 ．9

土壌の有効態燐酸含量が66呼よりやや高い値で・生育・収

量が最も高くなるものと推定される。同様の傾向は二見ら

の報告1）でも認められている。

有効態燐酸含量が約40昭／100才細粒質の沖積土壌では，

ハクサイ，ホウレンソウ，キャベツのいずれの作物におい

ても，生育・収量に明確な区間差は認められず，これらの

供試作物については，有効態燐酸含量が40岬以上の土壌

での，燐酸質資材の施用効果は，少ないものと推察された。

蓑5　収量（全重）調査（吻ム）

威

麟

地

区　 名 ハ ク サ イ タ マ ネ ギ ホ ウ レ ン ソ ウ キ 十 ペ ツ
●

レ タ ス

郡

山

1．蟻 酸 無 線 用 70 日 （ 5 7 ） 5 7 5 （ 2 3 ） 9 2ム （ 8‘） 7．0 （ 9）

2．蠣　 鹸　 Å 10 99 ．4 （ 8 9 ） 9 5 ．4 （ 3 8） 10 0，8 （ 94 ） 2 3 ．2 （2 8）

3．　 〝　　 8 1細 目 （ 9 4 ） 2 0 5 ．9 （8 2） 1 日．如 1 04 ） 5 5 ．3 （相 ）

4．　 －　　 C 1 2 39 ，4 （ m ）） 2 3 4．5 （9 4） 1 0 2，4 （ 9 5） 7 9，1 （9 7）

S．　 〝　　 D 1 2 39 ．4 （ 0 0 ） 2 5 tI．7 日0 0） 10 7，l （1 00 ） 8 1．6 （10 0）

福

島

1．構 酸 無 施 用 1 5 9 2．4 1 0 3 ） 2 17．4 （1 00 ） 10 9 8．7 （ 9 6 〉

2．蟻　 酸　 A 1山 3 ．0 （ 0 4 ） 1 9 4，4（ 89 ） 10 8 9．5 （ 9 5 ）

）．　 〝　　 B 15 48 ．2 （ 0の 2 17月 l l∞ ） 1 1 4 6．5 （1 0 0 ）

注．（）の数字は燐酸D区（郡山），燐酸B区
（福島）の収量を100とした時の収量比
※播種がやや遅れた上，11月の冷温で生育が遅
れたため末結球

4　ま　　と　　め

日）花こう岩質土壌において．ハクサイ，タマネギ．ホ

ウレンソウ．レタスを供試し，土壌の有効態燐酸（トルオ

ーグ法）含量と作物の生育・収量との的係をみた。その結

果，ハクサイの場合，有効態燐酸含量が約40呼／100㌢以

上，ホウレンソウで約25呼以上，レタスでは約50呼以上．

タマネギでは66呼より高い土境では，燐酸質資材の施用効

果は不明確になるものと推察された。

（2）有効態燐酸含量が約40枚／100才の細粒質の沖積土

壌を供試し，ハクサイ，ホウレンソウ，キャベツを栽培し

たが，いずれの作物においても，燐酸質資材無施用区と施

用区に，生育・収量について明確な区間差は認められなか

った。
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